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研究成果の概要（和文）：食習慣データの解析のための方法論の開発では、疾患発症と関連する食事パターン抽
出法の既存の方法の問題点を整理し、新しい方法を開発した。その方法を徳島県の集団のデータに適用したとこ
ろ、メタボリックシンドローム発症に関わる食事パターンを抽出できた。
運動習慣データでは、2009年と2012年の2時点で同じ集団を対象に測定された身体活動量の解析により、日本人
における身体活動習慣がどのように変わっていくのかを明らかにし、今後運動を増やすことだけでなく、座って
いる時間を減らすことも同時に推奨することが重要であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In the development of methodology for analysis of dietary habits data, the 
problems of existing methods of dietary pattern extraction related to disease onset were organized 
and new methods were developed. When the method was applied to the data of the population of 
Tokushima prefecture, we could extract the dietary pattern related to the onset of metabolic 
syndrome.
The exercise habits data revealed how physical activity habits in the Japanese are changing by 
analyzing the amount of physical activity measured in the same group at two points in 2009 and 2012.
 Furthermore, it is important to recommend not only increasing exercise but also reducing sitting 
time.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
栄養データは新たに開発した方法により、既存のデータからも重要な知見を得ることが出来ることが明らかとな
り、これまでのデータの価値がますます高まる。
運動習慣データは、3軸加速度計という装置を用いた客観的評価により、これまでの質問紙とは異なるリアルタ
イムのデータから人々の生活パターンを科学できることが示され、今後の身体活動データの在り方が明らかにな
った。また実際のデータ解析の結果から、身体活動の増加と座位時間の減少は必ずしも関連しておらず、ともに
推奨する必要があることが分かったことは大きな社会的意義をもっていると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
疫学研究の大きな目的は疾患の発症予防に繋がる知見を見つけ、健康寿命の延長に貢献す
ることである。その中で食習慣と運動習慣は大きな役割を果たすことが容易に予想できる。
食習慣については、まだまだ質問紙に頼らざるをえない状況ではあるが、運動については
テクノロジーの進歩により、加速度計が広く普及し、膨大なデータが日々蓄積されている。
しかし、習慣の測定および定量化はまだ完成するに至って折らず、その技術は開発途上で
ある。 
２．研究の目的 
本研究では食習慣、運動習慣の測定および定量化法を検討し、真に健康寿命の延長に繋が
る食習慣、運動習慣の解析を可能にすることを目指す。 
 
３．研究の方法 
統計学的には疫学研究における食事摂取状況のアンケート調査および身体活動量データの解析
手法を検討する。その際に実際の疫学研究のデータを用いる。徳島大学の職域コホート研究に
おいては栄養疫学研究のデータを整備し、これまでの疾患発症に関与する食事パターン抽出方
法と新たに開発する方法をそれぞれ適用し、手法による結果の違いを評価するとともに、新た
に開発する方法を用いてメタボリックシンドローム発症に関与する食事パターンの抽出を目指
す。九州大学ではいくつかの身体活動疫学研究が進行しており、それら身体活動量を測定した
コホートデータを整備し、3 軸加速度計から客観的に測定される身体活動量データの取り扱い
について吟味するとともに、そのデータから医学的に重要な事項の抽出を目指す。 
 
４．研究成果 
（１）栄養疫学において、疾患発症に関わる食事パターン抽出法の既存の方法の問題点を整理
し、主成分分析に各食品群の疾患発症への影響を考慮に入れる新しい食事パターン抽出法を開
発した。具体的には主成分分析および縮小ランク回帰法のアルゴリズムを精査し、栄養疫学の
目的と照らし合わせたところ、主成分分析のアルゴリズムの中に各食品摂取量の疾患への影響
を考慮に入れる新しい食事パターン抽出法の着想を得た。そのようにすることで自然と変数選
択も行われ、縮小ランク回帰と異なり事前情報が不要で自然と疾患発症と関連する食事パター
ンを抽出することが可能となった。 
 
（２）徳島大学の職域コホート研究のデータの整備により完成した実際の栄養疫学研究データ
において上記方法を適用し、男性労働者においてメタボリックシンドローム発症に有意に関連
する食事パターンの抽出が出来た。 
 
（３）運動疫学では、まず 3軸加速度計という装置を用いた研究における懸念事項である装着
時間の影響を評価した。1 時点で観測された身体活動データと疾患発症との関連の解析では装
着時間の調整は重要であることが解析結果からも示唆された。また同一個人内の身体活動の変
化を見るために期間を空けて 2時点で同一集団から測定した身体活動データの解析では、装着
時間の影響は大きくなかった。 
 
（４）3 軸加速度計という装置を用いて客観的に測定される身体活動データによって、メタボ
リックシンドロームに影響を与える座位時間の検討では、単なる 1日の座位時間の合計ではな
く、一定期間継続した場合のみカウントする形の座位時間が関連することが分かった。 
 
（５）同一の一般集団において 3年という間隔をあけて 2回測定された身体活動のデータを用
いて、個人における身体活動習慣の変化を解析した。3 年間で、身体活動量は減少し、座位時
間は増加していた。性別、年齢階級、肥満の有無別に解析を進めたところ、とくに 60 代以降で
その変化は顕著であった。さらに座位時間、軽強度身体活動量、中高強度身体活動量、歩数の
3年間での変化間の相関を解析し、座位時間の変化と身体活動量の変化の相関の解析、そして、
各身体活動量が 3年間で増加した人たちと維持または減少した人たちにおける座位時間の変化
の整理により、身体活動量の増加が必ずしも座位時間の減少を生じさせておらず、身体活動量
の増加と座位時間の減少の取り組みはどちらも大事であることを示した。 
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